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日本產ダジの種 
高を 良 輿 


東を义理科大を動物學敎室 


ゲジの類は言ふまでもなく替足躺の亟縱改形類 (Aijamorplm) の一目ゲジ目 
(ecutigeromorpha) に馬し，この目は3目け;い3藏を含み，穗の數も儘かに70 
餘に過ぎぬもので.をの內我が闽に產するものは今日までには2萬(或は3愚） 
數願である0近巧までに我が國又は滿满の本類を學術的に調べたものは C. AtL- 
cm もに Verlioeff なび岸 ffl 乂をの3巧であつて我等は大にこれを多とする處で 
あるが，昭が U 年突如として氷戶高等聲巧の云か晋巧が熱河為の替お類の報 
吿をせられ，をの巧にゲジの 1 新趣を-記述せられ，加ふるにをの類〇み布と種 
の檢索表を も附け られたるは喜びに堪へぬ腹である。然し我らは巧類の種別. 

巧菊につきて は 尚十分滿ぶを表し兼ねるものがあり，將がは一唐的離會と、のホ 
をが發見せられることを朔してやまぬも〇である。次におげる記述は筆を自ら 
宛•をなものとは信ぜねも一先つ•績めて見たもので，尙精‘細に阱究を積むならば 
極の毅义けにても增加すぺ < ,特に臺藏にがては南亟に產ずるものと密接の關 
があるものが少なからず得られるであらうことを像期する。尙本類の形態につ 
きては曾てみ京博物を會誌 (VoJ. 32 No. が，昭 9) に觀がたが，をのを改訂し 
でが貪より單巧本として刊巧せられる答になつて居りながら原輸がき渡し後已 
にニケ年に垂んとするも尙公にがられざるは大に遺憾である。 

Sfuti^eromorph)! 她礎目 

巧 2-16 晌節上に巧8假〇背板をちし，それらが肢は Lithobiomorpha C 石娛 
m \ )0 背被の中の主背がにが當するものである0即ち第2, 4, 6,8+9,11，1义15, 
16. 脈節の巧板であつて，その第8と第9とは癒合して1個の大があとなつて 
化る。それらの背被の閒には，をの锁の節のが觀が小さ < なつてがホする C 綱節 
の胸板は巧，步歧は巧對で甚だ授くて細ぃ。氣.化はお後の背板を除き7個の 
if 板の後緣の中央に純く or パの如き第は化に類例巧なるから特に本類をが氣 
門類 Natostigmorpha と稱し臀足類の他の部幾をこれに對して側教門類 Ple¬ 
ura さ t おの or が ぶ と稱ずることがある ）0 觸角は甚だ細長でソ，節よりぶる柄部と， 
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非常に澤山の節よりがる鞭狀部とからなってをる。服は数百の樂合からなっで 
をる 0 

化円は1科〇みである0 

ド C ' 山がふ ! ae ゲジ科 

r し背板は長いがが毛をなて蕴はれてをる . .. 1 .Thertnomma V パん. 

し2背板上の巧は圆錐形，烦刀狀，或はこれを缺いてをる.. . .. 

. 2. Tnereuopoaa V «* rl ). 

備考臺灣化迹潘にて得を1個は Para がりむリ era sp . であるがか1きも十み明 
らかでない。义靈灣各地に Thercaomda swaaporensis Ve ** hocff を產ずる 
が如きも.これホ未だ帷おし得ざるを遺憾とする0 
な n 鄕 T / u ’ mio ぃ ema Verb . ゲジ鐵 
1904 • SB . Grs . luiturf . Fr . Bei lin , nr . 9, p . 258, 2 が 
がが上には俯数の長いががの毛が際立って見へる。觸巧鞭狀部〇第1區り;〜 
90節（多くはう〇〜 70) よりがる〇淡黃灰色の體には夕くは暗色〇 3縱線ががをを 
通ってをり，步肢にも幾っかの暗色の輪が現はれてをる0雌〇兩生髓议の基節 
は祈歷合し，端政は2節から巧り，第1節(帳の節）はをの娘の方が癒をし（癒を 
部 P 〇:げ fhroiO , 端のモは扣離れ（分離郞 Mesarthrou ), 巧2節は爪狀をなして 
をり（ス[ぃ tarthrou ), この第1節の兩ホ緣は多 <ピ.巧んど互:にお巧してねる 0 
第！〜巧步肢は3本の賊節長刺ををちす0巧1步肢の擲節の節數はけ〜が+ 29 
〜で(第1區と第:2區との節數を巧す）第2步肢では第11〜15 +27〜 3 Go 巧3〜 
けが肢では了〜り十24〜別け 7)0 
か巧：巧亞に多く，义 Turk がわ!ぃ Syrie ぃふご ypten . 

ゲジ顧の種の檢索表 

「し 雌の生賄巧のを寇•端岐の娘節は後端〇モへ城がってをる . 

. し Th . dilaiationis Verb . 

しえ雌の生船议のな萧端肢の狼節はなのホへ贼がって居らず，兩側は巧んど並 

巧してと。 . . 3， 4 

一义合着端肢の刚分離部の閒隙の齡はみ離部の各々の幅よりも狹く，閒隙の兩 
側は次第に少し < 後方へ鶴がってねる。第！〜—>對肢はをの前腿節にがて, 

前方刺毛列の內にも，义をの上斗'部にも棘-毛が散生してをる . 

1 ..... 2, Th . mandschiiria Verb . 
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LL 上記の閒隙の幅はを分離部の橘と大禮等し <，間擦の兩側は並巧してをる… 

. . .•••••• 5, 6 

广も巧1及びが對歧の前腿節の前方刺を列の巧にも，をのと半にも棘をがな 

い0第1へ4對段の腿節のを励•に棘:ではない . . . 

. 3a. TI し hilaendmt kilgendorji Verb. 

3b. て/しん koreana Verb. 
iA 第 1 及び巧 2 對段-の前腿節前方刺を列內にも，上牛部に不お數の刺をが散 
生する .... ぃ . 4. T ! し iuberculaia V erh. 

1 .Thereuonema dilatationis Verhoeff 
1033. ス似 1.Amz. V. 115, ]\ 10 

體長は 22 nimo おはがをを帶ぴ，綠むを帶びた!叉は3僚の縱貫線を巧へ，ホ肢 
には靑をの微かな環をおつてねる。觸巧鞭狀-部第1區は約巧節から成り，棘を 
を交へてをらず第1•巧2及び最後のもの、他，凡ての®は多 < は随 f 高が縱より 
も甚だ長い。第1對ホ肢〇排節の節數はり+说（が I 區と萊->區0節数を巧す 
もの），第2對歩狡ではパ+ 30,第5對ホ肢では9+2も鈍;ぅ對あ议では8 + 25’ 
巧10對ホ歧では9 + 25。巧！ • 巧、> 巧3對ホ肢はをの前腿節及び腰節の上面に 
も下励‘にも棘ををちせず，第8對ホ歧の前腿節り八腿節かし歷節 10/) (横線の 
上は上面の，下は下面の棘をの數を示す )0 が10對お肢の前腿節9り，腿節がん 
目を節20/ん巧1對ホ肢の前腿節はをの刺を列の巧に27伽の，义その上のおにも 
散をする約50個の棘をがある力;，各棘ではそれに寄り添つて i を I 本の刺でが 
ついてゐる。第2〜4對步肢の前腿節もそれに獻，第ぅ對少巧ではをの前腿節〇 
刺-で歹〇巧に前方尚6棘をがあり，上半廚にはみ < の刺をが敗をしてむる〇巧 I 
〜|；3對步肢の腿節後方には棘:ではなく，第4對ホ政には巧 U 网がある3第5〜了 
お氣化背板はをの面に棘:でが殺生し巧5の緣にはを < 棘をを缺き，巧6の緣で 
は後方の左おにを々3〜が則の小棘を只•へ，が了では同じく L ' 〜3の小棘を有す。 
肛門節の3板は巧*を方が丸くなつてをり，雌の生殖にの端巧の彼節は f 戈力へ馈 
がり （ 兩外緣並巧せぬ、,，か離部皆癒合部よりも短かく，をの閒み鋒は甚だ靡< 
钱く，第2節は板節の外緣の]の長さである。 

かが ： TBM • 她發 • 上兰锋（が上糊鮮) • 滿洲〇 

2. Therenonenia man ん chuTia Verhoeff マンシュドノ ゲジ 

193(3. Zo ぃ 1.Ai け • V. 115, P. 11 
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體長魄は I 9 mm , 雌は細衍〇背は灰をで3條の暗綠の縱觀線をあし，步臉の 


腿節及陛節にはを々2の靑綠をの輪ををし，前腿節は r 可礫のお端丈を有する。巧 



巧鞭狀部の第1區が〜 
63(原記は诚〜 61) 節よ 
りぶり，をの化でんん • 
Jatatioms の通りであ 
る。が6對步肢の蹤節 
の節數10牛26 (巧1區 
十第2驗の節數を巧れ 
巧6對ホ肢は13+29, 
が K 對步肢は師27$ 
12十299 〇第10對ホ 
肢の掛節第1區には$ 
13棘？2棘。萊6對 
ホ肢は上も下も，只腿 


節の下厨に1棘，第6 



上.コマゲジ雖を Jii 胺 （ Verhce !? より） 

中左マンシュ々ゲジ雌生殖肢 （ V が卜 - oe だより） 
中をゲジ雌生殖技 （ Vrrhoe びより） 

す.カマクラホホゲジがピ feMK ( V げ hoeff より） 
何れも著しく廓大 


對お肢では同じく體節 
の上面•に！棘があるの 
み。第10對步肤の上下 
賄面の棘は，前腿節^， 
隨節与■了，輕節1ち声。 
巧巧對ホ肢の前腿節の 
刺毛列の巧に了棘をお 
し，上半面にじ棘を 
散生す（夕 < の^の 
では縱5の如く樂 I 〜4 
にも現はれる故，第5 
のものは將にを意を嬰 
ずる ）0 巧5あお6對 


步肢の赃節の後面には棘をがない。有氣化背おの厨には棘をが散生し巧6の 


務にはを側を方に5〜9棘巧7 では 2〜3棘をなす〇跳 hilgendorfi と逮ひ•巧 
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巧板にはその面に棘をはなく，小突出をがあり，それは多くはか狀ではなくて， 
がかく.尙ほその2,3又は4がぶにをの-^部でくっっき合ってねる。生雜が端 
肢の兩が節はをホタ少巧近づくも，をの兩か緣はお晦々並巧し，み分離部は後 
夫一へや、狭窄し分離部は癒合部よりや、短かい。賄み離部の阳1の[谓隙は深<， 
そのを々の賄よりも狹い。巧 2 節は根節の半分程の長さである。 

みか：旅順•大連•南鮮。 

3a. Tlwreuonema hilgendorfi Vorlioeff ダジ 
1905. Zool. Aiiz. V. 29, p. 356 
1936. Zoo]. Aiiz. V.115, p. 9 

體長は 17 〜 24mmo 灰なをより灰黃色で，淡綠乃至暗綠の3線がが部を縱を 
し步皎には綠をの輪がある。觸巧の鞭狱部の第1歷はが〜が節よりがる。第 
】〜4對步歧の前腿節の前ホ棘毛:歹 y の中にも.をの上半にも棘をを有する。が1 
〜4對ホ肢の蜡節のを面には棘ちはない。典，ぅぶび巧 (3 對步肢ではその腿節の 
後面に〇〜け3〜5の棘毛をちす。[巧節のが1區及び第2區をがす小節の數は， 
第1對歩肢13+35，巧‘2對步股に+ 32,巧3對萊對少-肢じ+3し第4對歩肢10 
+31。生殖岐端肢のな着板節の兩外側及び贿分離部の閒にある[乳啜の郎側は並 
巧しこの間隙の雨側閒の距離はをを離部の臨と略々等しく，纔台部の授さは 
か離部の畏さより押]當に長く，巧‘2節の長さは分離部の良さと略々等し。 

分か：おな • 大町 • 葛^長扯縣)•大溝(滋賀縣) • 盧な津 • 高潰(を撤縣)其他本州 
备あ，京城•大邱 • 鎭海等朗鮮を地，旅； »?• 小祷? • 盛灣各地に縣しく產す〇 
3b. Thereiioiteina hilnendm'ji korcana Vcrl り eff 
1936. 7,001 Anz. v.115, p.12 

體長淮は 20mnj, 雌は 24mm。 巧はなをで， 3 條の餘り明維でない髓綠たの縱 
帶が皆を通ってをる。解巧鞭狀部〇巧 j 區は略々がから巧ってをる。刺史〇财 
節の第 U ぉ:；をび第2區をぶす小節の数は.巧。對脚皮。十33，巧3對ホ)!か4丰 
役巧4劃步歧 1] 十お。生觸技は原極と同じ。お穂と區別すべき點は.鎮の 
おがの後方は深く丸形の直巧に變入し（原種は丸形又は丸形の鈍巧），有氣化が 
がは本萬の一般のが狀ををおするも.巧巧-化板ではをのをは甚だ短か < なっで 
を-る（腹種では他の巧校と岡棟に度い-でを有っでをる ）0 
み布：踏基（朝鮮 )0 

4. Therextonema iubtradafa (Wood) ツブゲジ 
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1863. Scutigera t Jour 打， A た n が • み . Phil •が r. % マ . 12, p. 11 
體長は 1 了〜 25imn。 黄お〇が部にある3條の縱貫線をぴ步胶にある輪は靑たづ 
第及び第2對ホ肢〇前腿節の前ち刺毛列の巧あびをの上半には或る敏の棘をが 
散生してをる。その列にある棘をは第1對が肢では2*1〜说個，巧2對步肢では16 
〜 n 個，萊3對ホ肢では12〜20,第4對步較了〜12個,第5對ホ肢では0,樂 (3 對 
步肢でも〇〇之等の棘毛は1棘をと A 感覺をとが相寄り添うてをるものである0 
尙义この列より上の半部には第！〜弓對ホ肢にがて，夕くの長い感覺をと巧寄添 
うてをる尖棘があり，その一部は散在するも，一部は不規側の列をなしてをり 
第 4 對步肢にはをれらが約 60 個ある〇第 6 對步肢の刺毛列の上方の华部の棘 
はをれより前の步狡のそれらより少なく，第？對ホ肢ではそれらは消失してを 
る。第 1 〜 " 對步胶では前腿節及び腿節の後面には棘はなく，第 4 對歩皎ではそ 
れが〇と】，第 5 では 0 ともが 6 では 0 と 5 個である。第 6 對ホ狡の附鲜第 
1區の第I〜。節には後方に备々1〜2棘，第了對少肢の第1區では3 + 2 十 2+2十 
] 棘を具へ る。 第 7 〜 U ホ歧の輕節の下面に棘を有せぬ。雌の生范 K はでん/ぶ • 
gendorfi に同じ 0 

みが：別子 • 郎脾 • ま林（滿洲 ）• 滿川（琉球） • 太原（支那） 

備お Verliocff は我越の本極を 77,. ん が inigen :， 北まに產ずるものをの i 
ん任な n ulata として區别するもおゼ明贿でない） 

第 2 屬 Thereuopod i Verliooff ホホゲジ屬 

1904. Tkevetionema (Siibg,) Ther^tiopoda Verhocff, Si3. G 的 . luitiirf, Fr, 
Berlin, p. 275 

1905. Tfiereuopoda VcrhoefT, Zool. Aiiz v, 20, p.108 

If 板将に第 G と第了ち氣化敗七の棘をにはそれに寄り添つて感覺をがつい 
てをり.又無數の叛かい尖毛:がある。難6及び巧；お氣化 If おにがける氣化鞭 
(氣化を有する膨が部）に少なくもじ+】2の强棘毛:をおし.をホのが板の側緣 
には若しい棘力；並立して銳阁狀をなしてをる0觸巧の鞭狀部のな n 極はで〜76 
節からがる。雌の生殖歧の粮の節は披の方から端のちへ著しく猶がつてむる。 
化化のな化巧披はをの端に突趙を有し，又は截をれ，或は巧に化くなつ‘てねるが 
をの時は長さが輸りV：〜 H をある 0 第1對剝交にがける:け節は1り〜说+が〜巧, 
巧-，步肢では18〜27+巧〜巧，第3〜1ぉ對步蛟では9〜23十31〜がの節から成 

つてをる 0 
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みか：巧度より於お • 支那，0本3 

ホホダジ屬の檢索聚 

觸角鞭が部薄 M 棉のおの方牛部の或る節々には 1 〜。佩の棘をおす……も4 
し 2. 觸角鞭狀郞第3隅はみ節が無棘.巧.巧が板の後ホは蠻入し緣にのみ棘 
が銀列し然1〜3對少-肢の前腿節の刺を列のに50個に近い棘モを巧す"， 

. .?•. 0 77' け ’' " 0 パりん t chinijera (Wood) 

一3•第 I 對步歧の前腿節にが後の刺毛:列巧に棘を巧す . 

.,• frh の、 cnopoda / だ，でぶ Verb . 

-ん萊1對を肢の前腿節の狼のそか部に夕 < の刺でをおするも棘をはない…•ぃ 
.. . .8. Thereuoooda lamaslnnai Verb. 

5. Tnerciiopoda chmifera ( Wooc ?) Verb . 

1862. Cermafa c . Woo ん J り uru . A た naf . Sue . Phi a l . scr , 2, v .10 
1878. Scutig び a irimcnlmta L . TCce ，、, Ywh, Zool - bot . G じ 。. Wie : i . v . 27, p . 788 
1886 .反 shiemis Afciiiort , Myr . ス 【 i ‘点 Htuiu . 3. CIiiL ( Mctld . f . d . iiat . Foren 
1884. p .102) も A . p , 3 
188 了. S. c . Haase , lu ん - Austral . Myr .1. Chil . 

1905. Thereuopoda c , Verhbcfr ', Zool . Aiiz . p .113 
1910-1913. Tluermopoda r , Verhooff , Ark * Zo ぃ 13). Chi lop . p . 33 
1937, Til . r . Vorho > ff , Bui , Raf . Mi 旧. Siiig « p ) ro . No .13, p . 251 
體長は多くは雌巧 nw ， 耀はぶ) mmo 頭は綠たを帶び，1そは褐緣，氣礼鞍は黃 
褐.兩側緣に沿うて綠を，腹闽步蚊は黃褐 I 步肢前腿節に2輪.輕節に1輪の綠 
をの輪を有す。第1〜1對少肢 P 前腿節は前方刺を列巧にそれぞれが，化23侧 
の棘ををちするが，その列より上の部みには棘は無い0がっ對歩歧の前蜡節下 
ホに巧〜14佩腿節にはよ方に夕數の棘ををなへる。なだ〜巧.3對少肢の?け節 
爾區の節數はじ〜18牛41〜斬第うでは9+3了，第6とが7ではだ〜14 +が， 
第8では10+38,おじではり+ 3ん巧氣すけ f がのを縣は餘り爽化がぬがが 
6及び第7は夕少お的し*第に巧板はをの後緣が深<蠻人し’巧をの緣に銳 
巧狀をなして夕救の棘が並んでをり，をの上面にはをれがない0凡て有氣化が 
がの緣は皆蕃しく銳鞠狀に棘を並列し J ： •雨には棘があり，そのみ< は备々1本 
の感覺毛:を伴ってをる。觸巧鞭狀部の巧1隔は約60〜36節よりなり，备節には 
おを有せず，その終節を驗き皆横幅が鱗長より長 <，精々縱賴同展である。生 









殖岐の兩端肢粮節のか緣は後方へぶひに ffl 攤がるも.餘り甚しくなく，癒を 
節は分離部よりや、瓶かく，第2節は分離部と巧長0贿分離部閒の f 巧谋は深く， 
をの端に於で各分離郎の船の 1.6 化。頭上の綠合線の贿巧がのおは次第に曲が 
り，急曲することはない。 

か布：鎌を • 下巧 • 風贩蟲 • 8«モ • 霧蟲 • （が、下莖錄）が尾 • 靖里 • 竹蘭•鳥目 

6. Thei'enopoda ( Th む euopoda\feYOX V eriiocff カマクラオホゲジ 

1936. Zx > l . Aiiz . V. 115, p . 16 

441 X 1111 の體長をおし觸卿よ長さ 70 miro がは著しく黃絲色を帶び，ホ歧は 
巧をなるもをの腿節は綠色を帶ぶ。第4〜3對ホ肢の聴® i の下厨に棘毛が疎を 
し，巧4では17棘あるものもあるが一をしてをらぬ。觸巧鞭狀部の第 i 區は 
版節よりがり，殿後節を除きて，縱の長い節は1もない0をの少數（第15，19 
等）が縱と横とは同福であり，多くは幅の方が族い。觸か鞭狀部の第1招の基 
の方半分にはをの端の緣に棘をの1〜2個かがあり，が;10翰 i 及び然！1節にはみ 
々1，巧12節と第14節にはを々2.尙ほ义幾制かの節には1〜2備づつの棘を有 
す0巧巧が板には只その緣にのみ棘を有し，をの後綠の中央は薇入し第了お 
菊礼背板の後緣は瓣片狀をなし，をの後緣より後方へがおしてをる。化てち氣 
孔巧板は屋根形に左右に傾き，氣孔鞍はその屋頂よりも高く盛り上がつでをる。 
第1對歩肢の前腿節の前方刺を列巧に了赚下半には多くの棘を有し上半に 
はそれを缺いてをる。第2對步肢の前腿節の刺をダリのに5棘上半•下半は無 
棘. Si ’ ホ節は19 + 44節より成る。巧4對ホ肢の前腿節の刺を列巧にじ棘下半 
は無棘.上半に少數の棘が散生し附節は24+50節より成る〇第6ち氣そし背 
板の氣孔鞍の兩半にを々40個の棘を有し，第7では化棘，雌の生难歧の狼節 
は甚だ後ホへ攒がり，中央の縱縫合線は見えぬ。兩か離部閒のぶ!隙は廣くク遣く， 
その端にがける幅は，各分離部の端に於ける傾の G 巧にも達する。巧2節は狼 
節の長さの漸< に週ぎぬ。 

分か：鍊な • 鶴願(千葉縣 )0 

7. Thereuopoaa jamashvicu Verlioeff ヤマシナホホダジ 

1939. Mit . Hohl .- Karstfo » gch , p . 64 

雌雄の婿襄は SOmWo 背は鴻を，氣化鞍は淡.-腹面は灰黄を.步 K は黃松を帶ぷ 
るが腿節の端の方半は綠黑むを帶び脑節上にもおをの爐がある。頭の上面 
は甚だ澈起狀を里し，深い縱溝あり，朗頃の深い凹みの巧圍は厚く隆起し，兩 
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販の閒に 2 つの横の隐起があり，额にも？つの縦の隆起がある0頭巧にある縫 
合線の左右の角狀に前化せる部かは孤がをなしでみかこ化がり，急角をなして 
曲がつてをらぬ J 暗巧をの觸角の鞭狀部の第1喧は92節から成り，をの一部 
は端に1〜3棘を有し節は多くも幅と縱が辟長で，少な < も茗しく幅が糜い。 
觸ちの巧りの部には約 ICO 個の節をみへる。第ち〜7あ氣孔背がをび第に背板 
の絲は棘が密に並んで無齒狀を安してをる0氣孔鞍は高く膨化す0背板の毛•が 
物は數が甚だ多く.义甚だしく小さく短かく， S 巧形で，# くは漸く接さと幅 
とが等しく.それらの閒に微加なすしが:散をしてねる0巧了お氣孔巧被の氣孔は 
そのがの長さの ）/3 に達する。第1對步肢の册節が1區の數はがで,前腿節で 
はその被のホ半嫌に夕くの大いに長い刺毛を生ずるも棘毛をおせぬ0第4對ホ 
岐の納蹄第1區は20,るな腥節は# くの刺毛のかに，少數の棘を有し,輕節は下方 
に棘モを散生す。第7步肢の附節第1摇は18擲から成り.前腿節は第4步肢 
に似，輕節の上面は棘をが密に鉛おがに並び，下廚には散生し，附節第1區に 
は多くの棘毛をおす。雌の生贿較端肢の兩根節は互に端のホへ撼がるも餘り骗 
だしくない。 P ぶ潔の兩內側はや、並巧に近く郎內俩!間の幅は各夕離部の端の力 
の幅の 1.5 倍。癒合部の縱長はか離部の U ， 分離部と涕け節の長さは巧んど相 
等し。肛門下板の上緣と下緣とは並行後緣は上より下へ斜になつてをる爲に 
後端が云角形となつてをる0 
分布：沖繩な洞义。 


嫩 m 記 

商 烏春錐 

東を文理科大を動物を敎室 

S サソリのがあ 

サソリは现世產は600穗を超えるといふのに化が H 本の學者の眼に懈れを麵 
類は儀少に鄉ぎぬせいか，すりぶを持つものはどれ程も無い0次に梢げるものが恐 
らく其のを部であらう。和あに命を者を附記 L てないのは總ぺて岸巧乂を氏所 
なである0 




